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はじめに 

 

本市では、昭和４０年代から昭和５０年代の急激な人口増加に伴って、

道路、上下水道などを整備するほか、学校、市営住宅、公民館など多くの

公共施設を整備してきました。 
 

現在、これらの公共施設等の老朽化が進み、近い将来、一斉に施設の大

規模な改修や建替えが必要となる時期を迎え、大きな財政負担となること

が懸念されます。 
 

一方で、人口減少や少子高齢化による社会情勢の変化などから、税収の

減少や社会福祉費等の増加などが見込まれており、公共施設等の改修や建

替えに充てる財源には限りがあります。 
 

本市では、平成 27 年度に、市が保有する公共施設等の利用状況や老朽

化の状況及び管理に要する経費等を「狭山市公共施設白書」にまとめたと

ころですが、このなかで、全ての公共施設等について必要な改修や建替え

を行い、将来にわたり維持していくことは、財源の面で難しいことが明ら

かになりました。 
 

そこで、長期的な視点に立って、公共施設等の配置を適正化し、財政負

担の軽減と平準化を図るため、計画期間を 40 年間とする「狭山市公共施

設等総合管理計画」を策定いたしました。 
 

本計画では、公共施設等を長寿命化の視点から総合的かつ計画的に管理

する一方で、統廃合等により集約化を図るなど、思い切った取組みを示し

ておりますが、これらの取組みは、将来世代に大きな負担をかけることな

く公共施設等を引き継ぎ、持続的に公共施設等によるサービスを提供して

いくためには、避けては通れないものと考えております。 
 

今後は、本計画に沿って、概ね 10 年ごとに再編計画を策定し、公共施

設等の適正な管理や統廃合等を計画的に進めてまいります。市民の皆様の

ご理解とご協力をお願い申し上げます。 
 

結びに、本計画の策定にあたり、アンケート調査やパブリックコメント

にご協力をいただきました多くの皆様に厚くお礼申し上げます。 

 

 平成 29 年 3 月 

                 狭山市長 小谷野  剛
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第１章 計画の概要 

１．計画の背景と目的 

本市では、昭和40年代からの人口増加に伴う公共施設等のサービスの需要の増加に応えるため

に、集中的に公共施設等を建設してきました。 

現在、これらの公共施設等の大半が築 30年以上を経過してきており、近い将来、一斉に大規模

改修や建替えといった老朽化対策が必要となる時期を迎え、大きな財政負担となることが懸念され

ます。 

また、本市を取り巻く社会情勢は、少子高齢化の進行や人口減少社会の到来、労働人口の減少な

ど、公共施設等の多くが建設された当時と比較して大きく変化してきており、これに伴い、公共施

設等に対するニーズも変化しています。 

 これらを踏まえ、公共施設等の全体の状況を把握すべく平成 27年度に「狭山市公共施設白書」

を策定したところですが、今後の財政状況を見た場合、すべての施設を維持していくことは困難で

あることが判明しました。 

しかし、必要な公共施設等は、次世代へ負担を残すことなく、これを引き継ぐとともに、公共施

設等のサービスを持続的に提供していかなければなりません。 

そこで、今後は、長期的な視点に立って、公共施設等の改修・建替え・統廃合などを計画的に行

い、財政負担を軽減・平準化するとともに、将来のまちづくりを見据えて公共施設等の適正な配置

を図っていく必要があります。 

 以上のことから、狭山市公共施設等総合管理計画（以下「本計画」という。）を策定するもので

す。 

 

 

２．計画の位置付け 

本計画は、「第 4 次狭山市総合計画」を上位計画とし、公共施設等の有効活用、維持管理や配置

の適正化等に関する基本的な考え方を示すものです。 

本計画策定後は、この計画に基づいて、具体的に公共施設の再編を進めるための狭山市公共施設

再編計画を策定するとともに、集約化や複合化のような大規模な事業に際し、各所管課で個別に策

定する整備計画や方針等といった個別施設計画の策定を進めます。 

図表 計画の位置付け 

 

 

 

 

 

 

 

第４次狭山市総合計画 

狭山市公共施設再編計画 

公共施設等適正管理 

推進事業債申請用 

インフラ等に

関する計画 

狭山市公共施設等総合管理計画 

狭山市公共施設再編計画 

※学校、市営住宅、水道施設は、

別に長寿命化に係る計画を策定 

≒ 

集約化や複合化のような大規模な事業

に際し、各所管課で個別に策定する整

備計画や方針等。 

個別
施設
計画 

個別
施設
計画 

個別
施設
計画 
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３．計画期間 

平成28年 2月に策定した「狭山市公共施設白書」によると、本市の公共施設等の改修・建替え

の時期が、今後、30 年以上に渡って続くと見込まれることから、この期間全体を見据えた視点で

の検討が必要となります。そこで本計画の期間は平成 29 年度（2017 年度）から令和 38 年度

（2056年度）までの40年間を期間とします。 

 

 

４．計画の対象範囲 

対象施設は、本市が保有するすべての公共施設等（公共施設、インフラ施設、未利用地等）とし

ます。 

対象施設の構成は以下のとおりです。 

公共施設等 

公共施設 

市民会館、市民活動施設、公民館、集会所等、自治会集会施設、

図書館、博物館等、スポーツ施設、観光・保養施設、 

産業・労働施設、小学校・中学校、その他教育施設、 

幼稚園・保育所、総合子育て支援センター、児童館、学童保育室、 

老人福祉センター、障害者福祉施設、保健・福祉施設、医療施設、 

市庁舎、地区センター・市民サービスコーナー、市営住宅、 

供給処理施設、駐車場、消防・防災施設、水道施設、その他施設 

インフラ施設 道路、橋りょう、上水道、下水道、公園、農業用施設 

未利用地等 普通財産、行政財産、公共施設等跡地 

 


